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タンダード（JF Standard）や英検 Can-do リストなどを参考に，多様な学生
に対応するスタンダードとしての学部共通英語教育の学士力に関して検討を行
った。
キーワード：高大接続と社会接続（learner から user へ），ディプロマポリ
シーとカリキュラムポリシー，コアカリキュラムの必要性と授業設計，到達目
標と測定，CEFR（複言語主義と複文化主義），Can-do list



























































































































られる教養課程のいわゆる一般教育科目としての共通英語（EGP ― English for
General Purposes）と，その後の年間の専門課程において文献講読や外書講読






















































































































































































③1970年代から欧州評議会の現代語プロジェクト（Council of Europe Modern
Languages Projects）の研究に基づいて考案された共通参照項目に同意する
ここで大切な点は，学習者のニーズに応え，測定結果も学習者が把握できる
ようにするという姿勢である。具体的には，1975年に The Threshold Level
が発表され，当時のヨーロッパをはじめ世界各地の外国語教育に大きなインパ



























ちが急増している。彼らは English Language Learner（ELL）あるいは Eng-






















































れはヨーロッパやアメリカを中心とした competency-based language teaching

































15) Can-do リストは英検以外にも，GTEC や TOEIC Can-do Guide などもある。特に日本英語検













































































































































19) White Paper: The Collegiate Learning Assessment: Facts and Fantasies, Stephen Klein,






























































































には EU が設計したヨーロッパ言語共通参照枠（CEFR― Common European
Framework of Reference for Languages: Learning, teaching, assessment），アメリカ
合衆国にはカリフォルニア州が設計した英語教育基準であるカリフォルニア・
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